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• 日本語の学術誌(大学の紀要を含む)は，PDF
ファイルが用意されていない．
• サイニイで検索しても，実際の論文は図書館
で見つけてコピーすることになる．
図書館の施設としての存在意義が認められる．
論文の３層構造
学会独自のリポジトリを
作るか，逆に認めない
かの二極化傾向
この世界の論文では
機関リポジトリはあま
り使われない．
大学の紀要のリポジトリ
• 著作権が大学にあるので機関リポジトリが作り
やすい．
• 特定大学の紀要は，一般に販売されておらず，
その大学以外では入手しにくいことが多い．
• 図書館のWeb上で論文をPDFファイルがダウン
ロードできると便利である．
• 広島大学の全紀要が学部・研究科別にリポジト
リとして保存されており，検索できて，さらにPDF
ファイルがダウンロードできるとすれば，非常に
便利である．
名古屋大学大学院・国際言語文化研究科の
Webサイトからの論文のダウンロード
http://www.lang.nagoya-
u.ac.jp/nichigen/menu4.html
実際のWebサイト
国際交流基金のWebサイトの
『世界の日本語教育』
• 日本語教育論集『世界の
日本語教育』に掲載され
た論文は，PDFファイル
でダウンロードできるよう
になっている．印刷した
学術誌も市販もされてい
る．
http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/publish/globe/13/index.ht
ml
論文の３層構造
学会独自のリポジトリ
を作るか，逆に認めな
いかの二極化傾向
機関リポジトリを作る可
能性と意義が大きい
この世界の論文では
機関リポジトリはあま
り使われない．
最後に．．．
• 機関リポジトリを進めていくと，一層，研究室
で論文の検索，ダウンロード，印刷ができるよ
うになるので，ハードウェア(施設)としての図
書館の存在意義をこうした電子化以外で見出
さなくてはならなくなる．
